
振り返りシート 

こころのケガに配慮するケア〜妊産婦とその支援者のために〜 

トラウマやこころのケガの影響に気づくきっかけを増やすために 

以下の内容をご自身で考えたり、みなさんで話し合ってみましょう。 

 

① トラウマやこころのケガの影響について、これまでの妊産婦さんとの関わりから思い起こされる 

こと、気づいたこと、気になったことはありますか？  

※言葉にできないモヤモヤ等も、なんでも書き出してみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② みなさんが普段行われているケアの中に、こころのケガに配慮するケアが含まれています。 

普段、実施しているケアを挙げて、6 つの主要原則のどれに当てはまるか考えてみましょう。 

※その時は難しかったけど本当はこうしたかったな、と思い起こされるものも書き出してみてください。

普段、実施しているケアの意味を深めることにつながります。 

【6 つの主要原則】①安全 ②信頼性と透明性 ③ピアサポート ④協働と相互性 ⑤エンパワメント 

⑥文化・歴史・ジェンダーに関する問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
妊産婦さんへの対応に困ったとき、自信をなくして同僚や先輩に相談するのを 
ためらうことがあります。自分のせいかもとか、悩むのはおかしいのかもと考えて
しまうこともあります。 

 
教えていただきありがとうございます。 
無理に誰かと話す必要はありませんが、話せる範囲で共有すると気持ちが軽くなること
もあります。言葉にできないモヤモヤを伝える方もいました。また、そういった話を受
ける側になったときは、受け止める姿勢でいるといいですね。 

右の QRコードを読み取っていただくと、お問合せページへつながります。 
ご意見、ご感想をお待ちしております。


